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▲ 写真-1 完成写真（完成当時）

　
本
谷
橋
は
、東
海
北
陸
自
動
車
道
の
ほ
ぼ

中
間
の
高
鷲
〜
荘
川
I
C
に
建
設
さ
れ
た
国

内
初
と
な
る
張
出
し
架
設
工
法
に
よ
る
波
形

鋼
板
ウ
ェ
ブ
P
C
箱
桁
ラ
ー
メ
ン
橋
で
、平
成

10
年
に
完
成
し
て
い
る
（
写
真-

1
）。

１ 

波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
橋
の
採
用

　

建
設
当
時
、
コ
ス
ト
縮
減
が
指
摘
さ
れ

て
久
し
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
技
術
・
新
工

法
が
検
討
・
採
用
さ
れ
て
い
た
。
山
岳
部

等
の
急
峻
地
域
で
は
、
施
工
性
・
経
済
性

か
ら
張
出
し
架
設
工
法
に
よ
る
P
C
箱
桁

が
多
用
さ
れ
て
い
た
が
、
よ
り
経
済
性
を

追
求
す
る
要
求
も
高
く
、
ま
た
、
阪
神
大

震
災
以
降
の
耐
震
設
計
の
見
直
し
に
よ

り
、
よ
り
軽
量
で
下
部
構
造
へ
の
負
担
の

少
な
い
構
造
が
要
求
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
構
造
と
し
て

白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
が
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ

を
用
い
た
形
式
で
あ
る
。
本
形
式
は
、

1
9
8
0
年
代
に
フ
ラ
ン
ス
で
実
用
化
さ

れ
た
構
造
形
式
で
あ
る
が
、
連
続
ラ
ー
メ

ン
構
造
へ
の
適
用
は
世
界
で
も
初
め
て
で
あ

り
、
ま
た
、
張
出
し
架
設
工
法
に
よ
り
施

工
さ
れ
る
の
は
わ
が
国
が
初
め
で
あ
っ
た
。

　

特
徴
は
、
自
重
の
25
％
程
度
を
占
め
る

ウ
ェ
ブ
に
軽
量
な
鋼
板
を
用
い
る
こ
と
に

よ
り
上
部
構
造
重
量
の
大
幅
な
軽
減
が
図

ら
れ
、
支
間
長
の
増
大
と
基
礎
工
を
含
め

た
下
部
構
造
の
小
型
化
が
可
能
と
な
り
、

更
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ウ
ェ
ブ
で
必
要
で

あ
っ
た
鉄
筋
の
組
立
て
、型
枠
の
組
立
て
・

解
体
が
不
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
工
期
短

縮
お
よ
び
省
力
化
が
可
能
と
な
る
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
構
造
的
に
も
、
鋼
板
を
波

形
と
す
る
こ
と
に
よ
り
高
い
せ
ん
断
座
屈

強
度
が
得
ら
れ
、
さ
ら
に
波
形
鋼
板
は
軸

力
に
抵
抗
し
な
い
こ
と
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー

ト
上
下
床
版
の
橋
軸
方
向
に
、
効
率
よ
く

プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
導
入
で
き
る
等
の
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。

２ 

本
谷
橋
の
概
要

　

本
橋
は
、
P
C
３
径
間
連
続
波
形
鋼
板

ウ
ェ
ブ
箱
桁
ラ
ー
メ
ン
橋
で
、
橋
長

1
9
8
・
3
5
3
ｍ（
44
・
0
1
3
m
+

97
・
2
0
2
ｍ
+
55
・
9
7
8
ｍ
）、
有
効

幅
員
10
・
0
ｍ
で
あ
る
（
図-

１
）。

　
特
徴
と
し
て
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版

と
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
の
接
合
方
法
が
挙
げ

ら
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
や
国
内
の
先
行
事
例

で
は
、
フ
ラ
ン
ジ
に
ス
タ
ッ
ド
ジ
ベ
ル
を

溶
植
す
る
タ
イ
プ
が
用
い
ら
れ
て
い
た

が
、
本
橋
で
は
、
波
形
鋼
板
に
孔
を
あ
け
、

そ
こ
に
鉄
筋
を
通
し
、
さ
ら
に
波
形
鋼
板

に
鉄
筋
を
溶
接
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
埋

込
む
埋
込
接
合
方
式
を
採
用
し
て
い
る

（
図-

２
）。
こ
の
方
法
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
内
に
埋
め
込
ま
れ
た
波
形
鋼
板
の
斜
め

方
向
パ
ネ
ル
が
ず
れ
止
め
と
し
て
有
効
に

働
く
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
波
形

鋼
板
同
士
の
接
合
に
、
高
力
ボ
ル
ト
に
よ

る
一
面
摩
擦
接
合
を
適
用
し
て
い
る
。
こ

の
方
法
は
、
偏
心
モ
ー
メ
ン
ト
が
働
く
た

め
、
従
来
の
鋼
橋
で
は
適
用
さ
れ
な
い
が
、

波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
で
は
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
効
果
に
よ
り
接
合
部
に
は
軸
方
向
力
が

ほ
と
ん
ど
作
用
し
な
い
た
め
、
一
面
摩
擦

接
合
が
可
能
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
れ
ら

の
接
合
方
法
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め

に
、
1
／
2
モ
デ
ル
に
よ
る
模
型
試
験
お

よ
び
実
橋
載
荷
試
験
が
行
わ
れ
て
い
る
。

３ 

施
工

　

施
工
は
、
A
1
〜
P
1
間
は
固
定
式
支

保
工
施
工
が
可
能
な
た
め
支
保
工
施
工
で
、

P
1
か
ら
P
2
へ
は
片
側
張
出
施
工
、

P
2
か
ら
は
両
側
張
出
し
施
工
で
施
工
が

行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
A
2
側
側
径
間

は
吊
り
支
保
工
、
中
央
閉
合
は
移
動
作
業

車
に
よ
り
施
工
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

波
形
鋼
板
は
、
プ
レ
ス
加
工
で
製
作
さ

れ
た
が
、
プ
レ
ス
機
械
の
寸
法
に
よ
り
鋼

板
１
枚
の
最
大
寸
法
が
決
定
さ
れ
る
。
本

橋
で
は
、
桁
高
が
３
ｍ
以
上
の
箇
所
に
つ

い
て
は
、２
分
割
し
、プ
レ
ス
加
工
を
行
っ

た
後
に
、
溶
接
に
よ
り
接
合
さ
れ
て
い
る
。

　

張
出
し
施
工
で
は
、
橋
面
上
に
門
型
ク

レ
ー
ン
を
設
置
し
、波
形
鋼
板
の
荷
揚
げ
・
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運
搬
を
行
い
、
2
0
0
t
f
・ｍ
の
移
動

作
業
車
へ
の
吊
り
替
え
、
所
定
の
位
置
へ

の
据
え
付
け
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本

橋
の
張
出
し
施
工
の
施
工
サ
イ
ク
ル
は
、

ウ
ェ
ブ
の
鉄
筋
組
立
て
や
型
枠
組
立
て
等

の
省
略
に
よ
り
現
場
作
業
が
省
力
化
さ
れ
、

従
来
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ウ
ェ
ブ
構
造
で
は

11
日
サ
イ
ク
ル
要
す
る
の
に
対
し
て
、

8
・
5
日
サ
イ
ク
ル
で
施
工
さ
れ
て
い
る

（
写
真-

２
）。
さ
ら
に
、
従
来
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ウ
ェ
ブ
構
造
に
比
べ
て
重
量
軽
減

と
な
る
こ
と
か
ら
、
１
ブ
ロ
ッ
ク
の
施
工

長
も
、
最
大
3
・
75
ｍ
か
ら
最
大
4
・
8

ｍ
に
で
き
、
結
果
、
施
工
ブ
ロ
ッ
ク
数
も

39
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
31
ブ
ロ
ッ
ク
と
２
割
程

度
減
少
し
、
こ
れ
に
よ
る
工
程
短
縮
も
実

現
し
て
い
る
。

4 

さ
い
ご
に

　
本
橋
の
架
橋
地
点
は
豪
雪
地
帯
の
た
め
、

12
月
中
旬
か
ら
3
月
末
ま
で
は
冬
季
作
業
休

止
期
間
と
な
る
が
、
波
形
鋼
板
の
採
用
に
よ

り
工
程
短
縮
が
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
冬
季

作
業
休
止
期
間
前
に
中
央
閉
合
が
可
能
と

な
り
、
全
体
工
程
の
短
縮
を
も
可
能
と
し
て

い
る
。
な
お
、
土
木
学
会
田
中
賞
（
平
成
10

年
度
）、
P
C
技
術
協
会
賞
（
平
成
10
年
度
）

を
受
賞
し
、
そ
の
後
の
高
速
道
路
に
お
け
る

波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
橋
約
2
3
0
橋
の
先
駆
け

と
な
っ
た
橋
梁
で
も
あ
る
。
現
在
、Ⅱ
期
線
も

完
成
し
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
供
用
さ

れ
て
い
る
（
写
真-

３
、
4
）。

▲ 図-1 本谷橋一般図
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▲ 図-2 コンクリートと波形鋼板の接合構造

従来方式 採用方式

▲ 写真-３ 現在の本谷橋（手前がⅠ期線）

▲ 写真-4 現在の本谷橋（右がⅠ期線）
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P
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（
写
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1
）。
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縮
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峻
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域
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経
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張
出
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工
法
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よ
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P
C
箱
桁

が
多
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さ
れ
て
い
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が
、
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経
済
性
を

追
求
す
る
要
求
も
高
く
、
ま
た
、
阪
神
大

震
災
以
降
の
耐
震
設
計
の
見
直
し
に
よ

り
、
よ
り
軽
量
で
下
部
構
造
へ
の
負
担
の

少
な
い
構
造
が
要
求
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
構
造
と
し
て

白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
が
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ

を
用
い
た
形
式
で
あ
る
。
本
形
式
は
、

1
9
8
0
年
代
に
フ
ラ
ン
ス
で
実
用
化
さ

れ
た
構
造
形
式
で
あ
る
が
、
連
続
ラ
ー
メ

ン
構
造
へ
の
適
用
は
世
界
で
も
初
め
て
で
あ

り
、
ま
た
、
張
出
し
架
設
工
法
に
よ
り
施

工
さ
れ
る
の
は
わ
が
国
が
初
め
で
あ
っ
た
。

　

特
徴
は
、
自
重
の
25
％
程
度
を
占
め
る

ウ
ェ
ブ
に
軽
量
な
鋼
板
を
用
い
る
こ
と
に

よ
り
上
部
構
造
重
量
の
大
幅
な
軽
減
が
図

ら
れ
、
支
間
長
の
増
大
と
基
礎
工
を
含
め

た
下
部
構
造
の
小
型
化
が
可
能
と
な
り
、

更
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ウ
ェ
ブ
で
必
要
で

あ
っ
た
鉄
筋
の
組
立
て
、型
枠
の
組
立
て
・

解
体
が
不
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
工
期
短

縮
お
よ
び
省
力
化
が
可
能
と
な
る
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
構
造
的
に
も
、
鋼
板
を
波

形
と
す
る
こ
と
に
よ
り
高
い
せ
ん
断
座
屈

強
度
が
得
ら
れ
、
さ
ら
に
波
形
鋼
板
は
軸

力
に
抵
抗
し
な
い
こ
と
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー

ト
上
下
床
版
の
橋
軸
方
向
に
、
効
率
よ
く

プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
導
入
で
き
る
等
の
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。

２ 

本
谷
橋
の
概
要

　

本
橋
は
、
P
C
３
径
間
連
続
波
形
鋼
板

ウ
ェ
ブ
箱
桁
ラ
ー
メ
ン
橋
で
、
橋
長

1
9
8
・
3
5
3
ｍ（
44
・
0
1
3
m
+

97
・
2
0
2
ｍ
+
55
・
9
7
8
ｍ
）、
有
効

幅
員
10
・
0
ｍ
で
あ
る
（
図-

１
）。

　
特
徴
と
し
て
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版

と
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
の
接
合
方
法
が
挙
げ

ら
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
や
国
内
の
先
行
事
例

で
は
、
フ
ラ
ン
ジ
に
ス
タ
ッ
ド
ジ
ベ
ル
を

溶
植
す
る
タ
イ
プ
が
用
い
ら
れ
て
い
た

が
、
本
橋
で
は
、
波
形
鋼
板
に
孔
を
あ
け
、

そ
こ
に
鉄
筋
を
通
し
、
さ
ら
に
波
形
鋼
板

に
鉄
筋
を
溶
接
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
埋

込
む
埋
込
接
合
方
式
を
採
用
し
て
い
る

（
図-

２
）。
こ
の
方
法
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
内
に
埋
め
込
ま
れ
た
波
形
鋼
板
の
斜
め

方
向
パ
ネ
ル
が
ず
れ
止
め
と
し
て
有
効
に

働
く
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
波
形

鋼
板
同
士
の
接
合
に
、
高
力
ボ
ル
ト
に
よ

る
一
面
摩
擦
接
合
を
適
用
し
て
い
る
。
こ

の
方
法
は
、
偏
心
モ
ー
メ
ン
ト
が
働
く
た

め
、
従
来
の
鋼
橋
で
は
適
用
さ
れ
な
い
が
、

波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
で
は
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
効
果
に
よ
り
接
合
部
に
は
軸
方
向
力
が

ほ
と
ん
ど
作
用
し
な
い
た
め
、
一
面
摩
擦

接
合
が
可
能
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
れ
ら

の
接
合
方
法
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め

に
、
1
／
2
モ
デ
ル
に
よ
る
模
型
試
験
お

よ
び
実
橋
載
荷
試
験
が
行
わ
れ
て
い
る
。

３ 

施
工

　

施
工
は
、
A
1
〜
P
1
間
は
固
定
式
支

保
工
施
工
が
可
能
な
た
め
支
保
工
施
工
で
、

P
1
か
ら
P
2
へ
は
片
側
張
出
施
工
、

P
2
か
ら
は
両
側
張
出
し
施
工
で
施
工
が

行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
A
2
側
側
径
間

は
吊
り
支
保
工
、
中
央
閉
合
は
移
動
作
業

車
に
よ
り
施
工
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

波
形
鋼
板
は
、
プ
レ
ス
加
工
で
製
作
さ

れ
た
が
、
プ
レ
ス
機
械
の
寸
法
に
よ
り
鋼

板
１
枚
の
最
大
寸
法
が
決
定
さ
れ
る
。
本

橋
で
は
、
桁
高
が
３
ｍ
以
上
の
箇
所
に
つ

い
て
は
、２
分
割
し
、プ
レ
ス
加
工
を
行
っ

た
後
に
、
溶
接
に
よ
り
接
合
さ
れ
て
い
る
。

　

張
出
し
施
工
で
は
、
橋
面
上
に
門
型
ク

レ
ー
ン
を
設
置
し
、波
形
鋼
板
の
荷
揚
げ
・

運
搬
を
行
い
、
2
0
0
t
f
・ｍ
の
移
動

作
業
車
へ
の
吊
り
替
え
、
所
定
の
位
置
へ

の
据
え
付
け
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本

橋
の
張
出
し
施
工
の
施
工
サ
イ
ク
ル
は
、

ウ
ェ
ブ
の
鉄
筋
組
立
て
や
型
枠
組
立
て
等

の
省
略
に
よ
り
現
場
作
業
が
省
力
化
さ
れ
、

従
来
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ウ
ェ
ブ
構
造
で
は

11
日
サ
イ
ク
ル
要
す
る
の
に
対
し
て
、

8
・
5
日
サ
イ
ク
ル
で
施
工
さ
れ
て
い
る

（
写
真-

２
）。
さ
ら
に
、
従
来
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ウ
ェ
ブ
構
造
に
比
べ
て
重
量
軽
減

と
な
る
こ
と
か
ら
、
１
ブ
ロ
ッ
ク
の
施
工

長
も
、
最
大
3
・
75
ｍ
か
ら
最
大
4
・
8

ｍ
に
で
き
、
結
果
、
施
工
ブ
ロ
ッ
ク
数
も

39
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
31
ブ
ロ
ッ
ク
と
２
割
程

度
減
少
し
、
こ
れ
に
よ
る
工
程
短
縮
も
実

現
し
て
い
る
。

4 

さ
い
ご
に

　
本
橋
の
架
橋
地
点
は
豪
雪
地
帯
の
た
め
、

12
月
中
旬
か
ら
3
月
末
ま
で
は
冬
季
作
業
休

止
期
間
と
な
る
が
、
波
形
鋼
板
の
採
用
に
よ

り
工
程
短
縮
が
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
冬
季

作
業
休
止
期
間
前
に
中
央
閉
合
が
可
能
と

な
り
、
全
体
工
程
の
短
縮
を
も
可
能
と
し
て

い
る
。
な
お
、
土
木
学
会
田
中
賞
（
平
成
10

年
度
）、
P
C
技
術
協
会
賞
（
平
成
10
年
度
）

を
受
賞
し
、
そ
の
後
の
高
速
道
路
に
お
け
る

波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
橋
約
2
3
0
橋
の
先
駆
け

と
な
っ
た
橋
梁
で
も
あ
る
。
現
在
、Ⅱ
期
線
も

完
成
し
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
供
用
さ

れ
て
い
る
（
写
真-

３
、
4
）。

▲ 写真-2 張出し架設状況



▲ 写真‒１ 生野大橋全景

▲ 図‒1 橋梁一般図

　

生
野
大
橋
は
新
名
神
高
速
道
路
（
高
槻

J
C
T
〜
神
戸
J
C
T
間
）
の
兵
庫
県
神

戸
市
北
区
に
位
置
し
、
平
成
30
年
に
開
通

し
て
い
る
（
写
真-

１
）。本
橋
は
J
R
福

知
山
線
と
上
空
で
交
差
し
て
お
り
、
国
内

初
と
な
る
一
面
吊
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
エ
ク

ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
構
造
を
採
用
し
た
。

1 

構
造
概
要

　

橋
長
６
０
６
ｍ
の
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
エ
ク

ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
、将
来
の
ス
ト
ラ
ッ
ト

に
よ
る
６
車
線
拡
幅
に
備
え
て
、
斜
材
は
一

面
吊
構
造
で
あ
る
。ま
た
、
J
R
福
知
山
線

上
空
を
約
15
度
の
交
差
角
で
横
断
す
る
た

め
、最
大
支
間
長
は
国
内
最
大
規
模
の
１
８

８
ｍ
を
有
し
て
い
る
。エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド

橋
区
間
は
、
工
程
回
復
を
目
的
と
し
て
１
ブ

ロ
ッ
ク
長
８
ｍ
と
し
、
超
大
型
移
動
作
業
車

を
用
い
た
片
持
ち
張
出
架
設
を
行
う
こ
と

と
し
た
た
め
、
上
部
工
重
量
の
低
減
を
図
っ

て
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
構
造
と
し
て
い
る
。ま

た
、
外
側
ウ
ェ
ブ
は
斜
め
ウ
ェ
ブ
構
造
と
し
、

さ
ら
な
る
重
量
の
軽
減
、景
観
性
・
美
観
性

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。こ
れ
に
よ
り
、Ａ
１

〜
Ｐ
４
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ウ
ェ
ブ
２
室
箱
桁

構
造
、Ｐ
４
〜
Ａ
２
が
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
３

室
箱
桁
構
造
の
Ｐ
Ｒ
Ｃ
７
径
間
連
続
構
造

と
な
っ
て
い
る（
図-

１
）。

2 

主
塔
部
と
斜
材
ケ
ー
ブ
ル

　
主
塔
部
は
寸
法
の
制
約
か
ら
サ
ド
ル
定
着

で
、１
段
あ
た
り
は
２
本
の
並
列
ケ
ー
ブ
ル
で

構
成
さ
れ
て
い
る（
図-

２
）。斜
ケ
ー
ブ
ル
は

37
本
の
鋼
よ
り
線
を
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

管（
ス
テ
イ
パイ
プ
）の
中
に
通
し
、
保
護
し
て

い
る
。主
塔
に
設
置
し
た
サ
ド
ル
に
は
37
個
の

孔
が
明
い
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
１
本
ず
つ
鋼
よ

り
線
を
通
す
構
造
で
あ
る
（
図-

３
）。こ
れ

ら
に
よ
り
、将
来
鋼
線
の
交
換
が
必
要
と
な
っ

た
際
に
は
シ
ン
グ
ル
ス
ト
ラ
ン
ド
ジ
ャ
ッ
キ
を

使
用
し
、
緊
張
力
を
開
放
す
る
こ
と
で
１
本
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ず
つ
の
交
換
が
可
能
で
あ
る
。斜
材
の
架
設
完

了
後
は
風
に
よ
る
振
動
現
象
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
た
た
め
、
本
橋
の
斜
材
を
模
擬
し
た
模

型
を
使
用
し
て
風
洞
実
験
を
行
い
、
振
動
抑

制
に
必
要
な
構
造
減
衰
を
算
出
し
た
。そ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
す
べ
て
の
斜
材
に
摩
擦
に

よ
っ
て
振
動
を
抑
制
す
る
制
震
ダ
ン
パ
ー
を

設
置
し
た（
写
真-

３
）。

　
斜
材
定
着
部
は
、
箱
桁
内
の
内
側
セ
ル
に

配
置
し
て
お
り
鋼
殻
構
造
と
な
っ
て
い
る
。ま

た
、斜
材
張
力
に
よ
る
せ
ん
断
力
が
主
桁
に
ス

ム
ー
ズ
に
伝
達
さ
れ
る
よ
う
に
、
各
斜
材
定

着
部
の
外
側
セ
ル
に
は
鋼
製
ダ
イ
ア
フ
ラ
ム
を

設
置
し
て
い
る（
写
真-

２
）。な
お
、
本
構
造

の
斜
材
張
力
の
有
効
伝
達
長
や
せ
ん
断
力
の

内
外
ウ
ェ
ブ
の
分
担
率
は
３
次
元
F
E
M
解

析
を
行
い
、構
造
設
計
に
反
映
し
て
い
る
。

NEXCO西日本
コンサルタンツ㈱
本社主席専門役

いく　　　　　の　　　　 おお　　　　　はし

3 

上
部
構
造
の
施
工

　
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
区
間
で
は
、１
ブ
ロ
ッ
ク

長
８
ｍ
に
対
応
す
る
た
め
、超
大
型
移
動
作

業
作
業
車（
２
万
kN
・ｍ
）を
採
用
し
た
。こ
れ

は一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
作
業
車
の
約
10
倍

の
能
力
で
あ
る
。移
動
作
業
車
の
組
立
て
は
、

営
業
線
か
ら
の
離
隔
を
十
分
確
保
で
き
る
位

置
で
主
構
や
作
業
台
を
組
立
て
た
の
ち
に
、列

車
通
過
間
合
い
で
横
移
動
や
リ
フ
ト
ア
ッ
プ

を
行
い
な
が
ら
組
立
て
作
業
を
行
っ
た（
写
真

-

4
）。移
動
作
業
車
の
移
動
は
、５
０
０
㎜
ス

ト
ロ
ー
ク
の
推
進
ジ
ャ
ッ
キ
を
用
い
て
１
回
に

６
・４
ｍ
〜
８
・０
ｍ
移
動
す
る
計
画
と
し
、

営
業
線
に
影
響
の
あ
る
範
囲
で
は
、線
路
閉

鎖
中
の
深
夜
１
時
30
分
頃
〜
４
時
頃
ま
で
の

約
２
・５
時
間
で
移
動
を
完
了
し
た
。

　

Ｐ
６
橋
脚
の
柱
頭
部
は
工
程
回
復
の
た

め
、橋
脚
施
工
と
並
行
し
て
橋
脚
近
傍
に

設
け
た
仮
桟
橋
上
に
て
柱
頭
部
の
一
部
を

先
行
構
築（
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
）し
、橋
脚

完
成
後
に
仮
桟
橋
上
か
ら
押
出
し
架
設
を

行
っ
た
。ま
た
、施
工
箇
所
は
、営
業
線
に

近
接
し
て
お
り（
最
小
離
隔
６
ｍ
）、列
車

通
過
間
合
い
で
押
出
し
作
業
を
行
っ
た

（
写
真-

5
）。

　

生
野
大
橋
は
平
成
30
年
度
田
中
賞
作
品

部
門（
新
設
）、Ｐ
Ｃ
工
学
会
賞
作
品
賞
を

受
賞
し
て
い
る
。他
に
も
本
区
間
で
は
、バ

タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド

箱
桁
橋
の
新
名
神
武
庫
川
橋
を
始
め
、工

夫
を
凝
ら
し
た
多
く
の
Ｐ
Ｃ
長
大
橋
が
あ

る
。機
会
が
あ
れ
ば
、こ
の
橋
梁
群
を
ご
覧

頂
き
た
い
。

（波形鋼板ウェブ区間）（コンクリートウェブ区間）

将来拡幅
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し
、
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の
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ド
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工
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ブ
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を
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片
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上
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ウ
ェ
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造
と
し
て
い
る
。ま

た
、
外
側
ウ
ェ
ブ
は
斜
め
ウ
ェ
ブ
構
造
と
し
、

さ
ら
な
る
重
量
の
軽
減
、景
観
性
・
美
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性

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。こ
れ
に
よ
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、Ａ
１

〜
Ｐ
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が
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ブ
２
室
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構
造
の
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径
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連
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と
な
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い
る（
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１
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主
塔
部
と
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ブ
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主
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部
は
寸
法
の
制
約
か
ら
サ
ド
ル
定
着

で
、１
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あ
た
り
は
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本
の
並
列
ケ
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ブ
ル
で
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成
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図-

２
）。斜
ケ
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ブ
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は

37
本
の
鋼
よ
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線
を
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密
度
ポ
リ
エ
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レ
ン

管（
ス
テ
イ
パイ
プ
）の
中
に
通
し
、
保
護
し
て

い
る
。主
塔
に
設
置
し
た
サ
ド
ル
に
は
37
個
の

孔
が
明
い
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
１
本
ず
つ
鋼
よ

り
線
を
通
す
構
造
で
あ
る
（
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）。こ
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ら
に
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り
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鋼
線
の
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が
必
要
と
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に
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、
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る
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験
を
行
い
、
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抑

制
に
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な
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造
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を
算
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の

結
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を
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ま
え
、
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の
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振
動
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に
は
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に
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、超
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使
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る
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で
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が
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約
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▲ 図‒2 主塔部

波形鋼板ウェブ波形鋼板ウェブ
鋼殻鋼殻

斜材斜材

ダイアフラムダイアフラム
▲ 写真‒2 斜材定着構造

▲ 写真‒4 移動作業車組立て

▲ 写真‒5 柱頭部押出し架設

▲ 写真‒３ 摩擦ダンパー
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ストランド毎に
独立したV字型の
ガイド空隙

▲ 図‒３ SSIサドル（カットモデル）　
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